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 要  旨 
OFDM(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)に代表されるマルチキャリア変調方式は送
信装置に高い線形性を要求される．しかしピーク対平均電力比(PAPR)の大きな信号を通常の線形増幅
器で増幅すると一般的に高い電力効率を得ることができない．そこで高い電力効率と線形性を併せ持
つ包絡線パルス幅変調（EPWM）送信法が検討されている．EPWM 送信法では，まず搬送波を複素
包絡線の位相のみで変調した位相変調波を発生させ，次に複素包絡線の振幅を変調器に入力して包
絡線振幅に比例したデューティ比を持つ PWM 信号を生成し，その出力によって飽和増幅器に入力さ
れる位相変調信号をパルス(ON-OFF)変調する．これによって入力信号は振幅がゼロまたは一定値にな
るので，増幅器のひずみに対する条件を緩和でき，さらに増幅器を常時飽和動作させる事が出来るの
で，線形性を保ったままで高い電力効率を得る事ができる．しかし信号の包絡線を変調すると量子
化雑音が発生する．そこで信号を飽和増幅器で増幅したのち，終端の BPF で量子化雑音を除去する必
要がある．そこで本研究では EPWM 送信法に用いる飽和増幅器と量子化雑音抑圧のための BPF につ
いて検討を行った． 
まず EPWM 送信法で飽和増幅器に入力される RF バースト信号の線形増幅法について検討した．
EPWM 信号は信号の ON-OFF の変動が激しい．ゲート・ソース間の電圧によってドレーン・ソース
間に流れる電流も ON-OFF が切換り電源電圧からドレーンバイアスに流れる電流の変動が激しくな
る．一般的な FET の増幅回路構成のドレーンバイアスにはインダクタンスを用いることが多いが，イ
ンダクタは ON-OFF 切替時の過渡応答の影響が大きく RF バースト信号を正確に増幅できない．そこ
でこの問題を解決するために搬送波周波数の/4 波長に相当する長さの伝送線路を用いる．これにより
入力信号のデューティ比と出力信号が線形になる増幅器の回路構成について検討した．またこの増幅
回路を用いて EPWM 信号を飽和増幅器で増幅させた出力信号と入力信号の電力スペクトルを比較し，
増幅器の非線形ひずみに対する耐性の高さと高効率線形増幅の実現性を示した． 
次に増幅器の終端に 3 次のバタワース BPF を挿入し増幅器と BPF の総合的な動作について検討を
行った．この BPF を用いることで信号帯域外の量子化雑音を無線通信システムの許容するスペクトル
マスク以下に抑えられることを確認した． 
またドレーンバイアスの/4伝送線路と出力負荷に挿入されるBPFの総合的な動作について解析し，
さらなる高効率増幅の実現性のために F 級増幅器の動作について検討した．入力を正弦波としたとき，
インダクタドレーンバイアスを用いた飽和動作時のドレーン効率を超えさらなる高効率増幅の回路構
成を示した． 
 
